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（0）ポイント付与・実績

まず 始めにGoToEatキャンペーン全期間におけるポイント付与および利⽤の実績値を
記載する。

[ポイント付与]
8000 ポイント
（ランチ@500ポイント☓2⼈、ディナー@1000ポイント☓7⼈）

[ポイント利⽤]
0 ポイント

想定より、ポイント付与数が⼤きく乖離した理由として、

ポイントシステムの実装（GoToEatキャンペーンのスタート）が遅れ(10⽉9⽇）、ポ
イント付与期限が早まったこと(11⽉17⽇）により、実質付与期間が1ヶ⽉強に終わっ
てしまったことが⼤きく、機会を捉えられなかった。

• ポイント利⽤有効期限：2021年5⽉31⽇予約リクエスト分
• 来店期限 ：2021年6⽉25⽇

件数
（件）

延べ⼈数
（⼈）

ポイント
（ポイント）

件数
（件）

延べ⼈数
（⼈）

ポイント
（ポイント）

ランチ
(0:00-14:59)

3 6 3000 1 2 1000 1000 0 1000

ディナー
(15:00-23:59)

4 9 9000 3 7 7000 7000 0 7000

予約
付与ポイント
（ポイント）

利⽤ポイント
（ポイント）

失効ポイント
（ポイント）

来店



ユーザー 弊社 レストラン

(付与)

(利⽤)

来店報告

①ポイント付与
仮確定

①ポイント利⽤
の確認・

事業の実施報告
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（1）ポイント付与

◯ポイント付与のタイミング、利⽤フロー [実施]

予約確定＆事
前決済

②ポイント付与
確定

（来店翌⽇）

予約確定および事前決済時に、ポイントの仮確定。来店⽇翌⽇にポイントの確定を⾏った。
＊予約⽇前にキャンセルがあった場合、返⾦とともにポイントは削除。

予約確定および事前決済時に、ポイント利⽤の確認および確定を⾏った。
＊予約⽇前にキャンセルがあった場合、返⾦とともにポイント利⽤は削除。

ユーザー 弊社 レストラン
来店報告

予約確定＆事
前決済

利⽤ポイント
確定
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（1）ポイント付与

◯ポイント付与、利⽤フロー（画⾯イメージ）[実装計画]

TOPページおよび予約ページにポイント情報を記載する。

[TOPページ]

[予約ページ]

15000ポイント ⾦⽥ 雅⼈様

◯累計ポイントを利⽤する 15000P
◯ ポイントを利⽤しない

事業の実施報告
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（1）ポイント付与

◯ポイント付与、利⽤フロー [実装完了]

TOPページおよび予約ページにGoToEatポイント情報のページを開発し、記載した。

[TOPページ]

[予約ページ]

事業の実施報告
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（1）ポイント付与

◯ポイント付与、利⽤フロー [実装完了]

TOPページに Go To Eat 告知ページを実装した。

[Go To Eat キャンペーン紹介ページ]

事業の実施報告
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（1）ポイント付与

◯ポイント付与、利⽤フロー [実装完了]

[Go To Eat キャンペーン紹介ページ]詳細

事業の実施報告
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（1）ポイント付与

◯ポイント付与、利⽤フロー [実装完了]

[給付規程掲載ページ]掲載ページ⼊り⼝

事業の実施報告

• 予約リクエスト前に必ず給付規程
ページ詳細（次ページ）を確認同
意することを必須とした。
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（1）ポイント付与

◯ポイント付与、利⽤フロー [実装完了]

[給付規程掲載ページ]詳細

事業の実施報告
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（2）ポイント使⽤後の飲⾷店への代⾦の振込

（弊社特徴）ユーザーの料理代⾦の事前決済のため、レストラ
ン様がポイント計算・報告などを弊社にする必要がありません。

我々は平素より、お料理代⾦をすべて事前決済しているため、飲⾷後（ポイント使⽤後）の飲⾷店
の代⾦の振込フローをすでに確⽴している。
（すでにすべての取引先の飲⾷店振込⼝座を把握済み）

既存サービスにて運⽤構築済み

利⽤ポイント
の確定

ユーザー 弊社 レストラン

（ポイント利
⽤分を含む）
料理代全額を
振込み

予約確定＆
事前決済

(振込タイミング）
①予約⽇の当⽉⽉末
②予約⽇の前⽇

＊提携レストランごとの契約内容
による

事業の実施報告
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（3）実績確認監査等事業者への報告等

毎⽉、決められたフォームに沿って、Microsoft Azureストレージサービスにて格納・共有
した。

事業の実施報告
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（3）実績確認監査等事業者への報告等

事業の実施報告

以下報告業務フローにて報告を⾏った。

以下報告項⽬に従って、実績確認監査等事業者宛 実績データを提出した。
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（4）相談窓⼝・申請案内等事業者との連携

“GO TO EAT”
Web サイトコールセンター

弊社対応窓⼝
（秋元mgr.)

以下、弊社窓⼝担当より、事業の基本的内容や、消費者と飲⾷店に説明するために必要な情報
の提供を⾏った。また、広報を実施することに協⼒を⾏った。

事業の実施報告
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（5）対象飲⾷店

対象飲⾷店には、以下 コロナ対策確認のための、「Go To Eatキャンペーン参加飲⾷店同意
書」を提出いただいた飲⾷店のみ弊社ページへの掲載を⾏った。
（以下１例）

事業の実施報告

P.1
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（5）対象飲⾷店

対象飲⾷店には、以下 コロナ対策確認のための、「Go To Eatキャンペーン参加飲⾷店同意
書」を提出いただいた飲⾷店のみ弊社ページへの掲載を⾏った。
（以下1例）

事業の実施報告

P.2
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（5）対象飲⾷店

対象飲⾷店には、以下 コロナ対策確認のための、「Go To Eatキャンペーン参加飲⾷店同意
書」を提出いただいた飲⾷店のみ弊社ページへの掲載を⾏った。
（以下1例）

事業の実施報告

P.3
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（6）飲⾷店の新規加盟促進

既存119店加盟

事業の実施報告

◯加盟店獲得フロー

レストラン
データベース
(1万店)

営業
Call

訪問
closing 加盟

*テレマーケ
ティング専
業パート
ナー

① 既存加盟店(260店）のGo To Eat参画促進

②新規加盟店の参画促進

既存260店
電話・訪問
承諾獲得 加盟

*社内対応

*社内対応

新規 52店加盟

合計 171店加盟

加盟店獲得は、以下既存取引先、新規の2経路にて加盟店促進を⾏った。
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（6）飲⾷店の新規加盟促進

事業の実施報告

◯加盟店獲得フロー

加盟店申込書（以下1例）

＊基本⼿数料が無料であることを明⽰。

加盟店獲得は、以下既存取引先、新規の2経路にて加盟店促進を⾏った。
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（6）飲⾷店の新規加盟促進

事業の実施報告

◯加盟店獲得フロー

加盟店 利⽤規約（抜粋）

＊1ヶ⽉前通知によりいつでも解約できる条項（第4条）を明記。

加盟店獲得は、以下既存取引先、新規の2経路にて加盟店促進を⾏った。

Chefle 事前決済予約サービス利用規約 
 
 
本利用規約（以下「本規約」といいます）は、当社が運営する Chefle 予約事前決済サービス（以

下「本サービス」といいます）のご利用に関して、本サービスの提供条件および当社と契約飲食

店との間の権利義務を定めたものです。本サービスをご利用いただくにあたり、本規約を理解

し、遵守することに同意いただくものとします。 

 
第 1 条（定義） 
本規約において仕様する以下の用語は、各々以下に定める意味を有するものとします。 
(1) 「当社」とは、株式会社 Fesbase を意味します。 
(2) 「契約飲食店」とは、当社に「Chefle 事前決済予約サービス申込書」を提出した法

人または個人を意味します。 
(3) 「本利用規約」とは、当社が運営する Chefle 事前決済予約サービスを利用する際

に同意いただく利用規約を意味します。 
 
第 2 条（業務内容） 
１． 当社は、当社の運営する web サイト“Chefle”を通じ、契約飲食店への予約を希望

する主に国内利用者の予約リクエストを受付次第、契約飲食店に予約確認を行う。 
２． 契約飲食店の予約確認後、当社は予約希望者に対して、予約日前に Chefle コンシ

ェルジュ利用料および消費税を含む、コースメニュー料金をクレジットカード等

にて決済するものとする。 
３． 当社は予約希望者から預かったコースメニュー料金および消費税額を、「Chefle 事

前決済予約サービス申込書」で契約飲食店と取り交わした時期に振込を行うもの

とする。 
 
第 3 条（支払方法） 

当社は、予約希望者の予約日を基準とする「Chefle 事前決済予約サービス申込書」

で定めた振込タイミングにて、予約希望者から預かったコースメニュー料金および

消費税額を乙が指定した銀行口座宛に振り込み支払う。なお、振込手数料は当社の

負担とする。 
 
第 4 条（期間） 
1. 本サービスの有効期間は 1 年とする。ただし、期間満了 1 ヵ月前までに当社または

契約飲食店いずれからも書面による解約の申入れがない場合には、自動継続される

こととする。 

2. 前項の定めに関わらず、当社または契約飲食店は１ヵ月前に通知することにより、

本サービスを将来に向かって解約することができる。 

 



21

（7）消費者の利⽤促進

⾃社WEBページ上に、本キャンペーン内容、ポイント利⽤⽅法、累計ポイント表記など⾏うと
ともに、潜在ユーザーに対しても、利⽤促進策を告知した。

[利⽤ユーザー向け説明]
ü 利⽤⽅法（ポイント取得、利⽤⽅法）のWEB上の明記を⾏った。（以下）
ü 取得予定ポイント、累計ポイントをWEB上明記。（ポイント付与ページ詳細
添付）

[ユーザー利⽤促進策]
ü WEBマーケティング（SEO、Listing、SNS広告等）を⾏った。

事業の実施報告

[SEO：検索結果表⽰]
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（8）不正防⽌対策

料理代⾦事前決済のため、不正確率ゼロ

弊社サービスを通した予約者は、コース料理代⾦（飲み物代を除く）を事前のカード決済の
上、飲⾷店に来店するため、飲⾷店による架空取引、虚偽報告などの発⽣の余地がない。

（弊社特徴）ユーザーの料理代⾦の事前決済のため、レストラ
ン様がポイント計算・報告などを弊社に⾏う（不正申告）こと
なく運⽤した。

利⽤ポイント
の確定(*注)

ユーザー 弊社 レストラン

（ポイント利⽤分
を含む）料理代全

額を振込み

予約確定＆
事前決済

(振込タイミング）
①予約⽇の当⽉⽉末
②予約⽇の前⽇

事業の実施報告

*注：来店確定があった場合のみポ
イント付与を⾏う。
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（9）コールセンターの設置

既存サービスによる問い合わせサポート体制確⽴済み。Live Chatシステムによる運営を
⾏った。

[即時対応時間]
平⽇・⼟曜：10:00〜18:00 （*コロナ期間中：14:00〜18:00)
⽇曜・祝⽇：13:00〜18:00    （*コロナ期間中：メール対応）

[対応⽅法]
チャットシステムにより、営業時間中はリアルタイムで、営業時間外もメール
にて対応した。

既存コンシェルジュセンター設置済み

事業の実施報告
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（9）コールセンターの設置

[問い合わせ件数]
チャットシステムにより、営業時間中はリアルタイムで、営業時間外もメールにて
対応した。

事業の実施報告

年 ⽉ 件数
2020年 11⽉ 11
2020年 12⽉ 4
2021年 1⽉ 1
2021年 2⽉ 8
2021年 3⽉ 5
2021年 4⽉ 4
2021年 5⽉ 0
2021年 6⽉ 0



25

（10）事業の実施結果（成果）、所見

◯本事業を受託しての弊社所⾒について

まずは、弊社のようなStartUp⼩企業にもこのような機会を頂戴しましたことに感謝申し上げ
ます。
結果として、本事業の⽬的である需要喚起について、⼤きな影響を及ぼせなかったことを、

お詫び申し上げます。

この前提を踏まえて、弊社所⾒でございますが、

①ポイント付与期間があまりに短かった

予算の兼ね合いは充分理解しておりますが、ポイント付与がされなければ、当然需要喚起
の源泉となるポイント利⽤がされない訳で、我々のサービスを通したGoToEatキャンペーンは、
開始1ヶ⽉でほぼ終了し、販売促進なども計画どおりには消化せず終わりました。

②定額ポイント制は⾼級店の需要喚起には効果が乏しかった

弊社の取引先はほぼ全て予約単価の⾼い⾼級店であるため、今回付与されるポイントが定
額（1⼈あたり最⼤1000円）であり、⾷事代⾦に対する割引効果が予約単価の低いお店に⽐べる
と相対的に反応が低かったと思われます。

弊社のようなコース料理代の事前決済を⾏えるオンライン事業者がそもそも少ないので難
しい部分かと思いますが、定率割引ポイントなど、単価の⾼い予約の⽅のモチベーションとな
る施策も必要だったのではないかと思います。

取引先レストラン様にとっては、⾮常に残念な結果となりました。

事業の実施報告


